











1. は じ め に





































































らかにすることが困難であるので, 主に ｢我戸家直系図｣ という史料が利用
される。 5節は ｢我戸家直系図｣ を補完する目的で実施された数回のインタ
ビュー調査を基に, バブル経済崩壊以前と以後に分けてその経営継承と事業
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(１) 例えば帝国データバンクの長寿企業の実態調査 (2014) では創業100年以上の
企業を長寿企業と定義している。また, 落合 (2016) も調査にあって長寿企業を選
別する基準を創業から100年の企業としている。この分野を代表する研究として曽









師である北野宏和に 1 回 (2017年 8 月27日), 現在の株式会社我戸幹男商店
代表取締役我戸正幸に 3回 ( 1 回目は2017年 9 月21日, 2 回目は2018年 6 月
14日, 3 回目は2019年 4 月 5 日に実施した｡) のインタビューを, さらに我
戸正幸の父にあたる当社の前代表取締役であった我戸彰夫に 1回 (2019年 4
月 5 日) のインタビューを実施した。我戸正幸には滋賀大学経済学部での講






































山中漆器産地の分業体制は 1部から 9部で構成され, 第 1部は製造卸,





第 2部は木地, 第 3部は塗装, 第 4部は下地, 第 5部は蒔絵, 第 6部は成形,




ロセスは以下の図 31, 図 32 のように概念化される。
まず, 木製漆器分野のビジネスプロセスは図 31 のように第 1部製造卸・
第 2部木地・第 4部下地・第 5部蒔絵・第 7部製箱・第 8部上塗の 6つの職
能部門に基づき分業化され, 第 3部塗装と第 6部成形の職能部門は除外され























担当し, 第 4部の下地, 第 8部の上塗, 第 5部の蒔絵の工程を通して木製漆





セスは図 32 のように概念化される。つまり, 近代漆器分野のビジネスプロ

















第１部製造卸が第 6部からプラスチック成形された素地を仕入れ, 第 3部







































谷屋吉与在ェ門と同様に, 我谷屋六在門の生年, 家族関係, 事績等について
は不詳であり, 現在では旅館業我谷屋を経営していたことと没年が文久 3年
(1863年) 10月 5 日ということを知るのみである。
我谷屋六在門の後に家業を継承したのは我戸六在門である。ここもこれま
でとほぼ同じで我戸六在門の生年, 事績等については何も記されておらず,
旅館業我谷屋を経営していたことと没年が明治19年 (1886年) 7 月 4 日であ
ることが記されている。ただし, 我戸平三郎が天保13年 (1842年) 7 月14日
に我戸六在門の養子となったことが記されている。平三郎は生年天保13年
(1842年) 7 月 2 日で江沼郡山中村の岡野庄八の二男であった。また, この
時点で屋号であった我谷屋から現在の苗字である我戸と記されている。明治
に入り苗字を名乗ることが許されたからだと考えられる。
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食事と寝床を提供する旅籠のようなものだったのではないか？ と指摘している。























































































































































は明治 5 年 (1872年) 我戸平三郎の第 3 子長男として生誕した。明治29年











































図｣ には ｢大正 2年 4月20日 我戸六三郎の二男 幹男を養子として入籍す
る｣ と記載されており, 1913年に養子となったことが理解できる。ちなみに











5. 1. 2. 我戸幹男商店の成立：我戸彰夫と我戸宣夫による共同経営

























この当時の我戸幹男商店の主力商品は DCブランド (DCは Designer’s &
Character’s の略 ) ものがあり, その後作家ブームというのがあり, 百貨店
を中心に商品に作家の判子を押したものが売れたという。我戸幹男商店では,
代表取締役である我戸彰夫の ｢彰｣ と専務取締役である宣夫の ｢宣｣ の字を
とって, ｢彰宣｣ というブランドや ｢宝生｣ というブランドでカタログを作












































ある。バブル経済の際に, 森英恵, KENZO, 山本寛斎などがデザインした
商品は, 漆器だけでなく, 陶磁器やタオルなどの他業界でも積極的に開発さ
れ, バブル期の大量の需要を背景に一大ブームとなっていた (伊藤他，2019)。




































ら ｢茶筒｣ を製作する提案を受けたが, その提案を断り, 別の事業者との
DCブランドギフト向け商品の開発を選択したという。ただし, この時に安
島諭から ｢茶筒｣ 製作の提案を受けたことは覚えており, フランクフルトの
見本市への ｢茶筒｣ 製作の提案を受けて, 安島諭と組むことを決めたのであ
る。
安島諭が新商品開発のプロセスで強調した考え方は ｢リ・デザイン｣ であっ
た｡ ｢リ・デザイン｣ とは読んで字のごとく, ｢デザインしなおす｣ という意
味で, ｢一からものを作る｣ のではなく, 伝統工芸を今の時代や生活様式に
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発とは一線を画した息の長い商品の開発を目指すことを意味したのである。
この考え方は安島諭が提唱する ｢ベストセラーではなく, ロングセラー｣ と
いう考え方にも適合しており, シンプルだが, 飽きのこない南部鉄器とも調
和するデザインが目指されたのである。







パニーズ・ミニマム, アジアン, ヨーロピアンという 3つのデザインカテゴ
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は平成29年 (2017年) 11月17日に山中温泉の観光の中心地である ｢こおろぎ








ズや生活様式に適合するように ｢リ・デザイン｣ することで成功を収め, 山
中漆器産地の伝統的な木製漆器分野を代表する中核的企業のひとつとして産
地内だけでなく, 国内外においても広く認知されるに至ったのである。





｢SINAFU｣ シリーズがある。この商品群は, 平成27年 (2015年) に国内では
デザインプラス賞を受賞し, ドイツではドイツ連邦デザイン賞にノミネート
されることとなった。本商品群の開発は前述の ｢KARMI｣ の共同開発者であっ
























































































































なお, 本論文は文部科学省科学研究費・基盤研究C (16K03887. 代表：山田幸三)
の支援を受け, 執筆された。この場を借りて感謝の意を表したい。
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